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Cefamandoleの 外 科領 域に おけ る臨床的検 討

加 藤 繁 次 ・田 中 難 治 ・納 賀 克 彦 ・三 浦 誠 二 ・島 津 弘

東京歯科大学外科

Cefamandoleを 表皮性軟部組織感染症9例,穿 孔性腹膜炎2例,胆 のう炎1例 の計12

例 の外科疾患に使用しその臨床成績を検討 した。全体としては著効1例,有 効6例,や や有効3

例,無 効2例 で 有効率は83%で あった。 起炎菌別ではS.aureus 3例,Micrococcus 1例.

Corynebacterium 1例,S.epidermidisとKlebsiellaの 混合感染の1例 は菌消失あるいは菌減少を

示したが。Klebsirllaの1例 は菌存続,E.coliの1例 は菌交代で無効であった。

副作用は全例に認められなかった。 また,臨 床検査値への影響も血液検査,S-GOT,S-GPT,

AlPに ついて検討したが,異 常は認められなかった。

新 しく米国Eli Lilly社 で開発された注躬用Cephalogporin

系抗生剤Cefamandole sodium(以 下CMD)は,グ ラム陽性

菌およびグラム陰性菌 に強い抗菌力を示す とされ,E.coli,K.

Pneumoniaeに 対 してはCEZよ り優れた抗菌力を示 し,特 に

Proteus,Enterobacter,Citrobacterに 対する抗菌力が強い

とされ1,2)。さらにH.influenzaeに 対 して もABPCと 同等

の抗菌力を示すとされてい る8)。 今回われわれは,こ のCMD

について若干 の臨床的検討を加えたので報告する。

Fig. 1 Chemical structure of CMD

対 象 と 方 法

対象は東京歯科大学に昭和52年5月 から昭和53年

2月 までに来院した外来を含む12症 例で,年 令は9才

から85才 までにわたっている。

疾患は外科疾患で,表 皮性軟部組織感染症9例(痛

2例,感 染性粉瘤2例,膿 瘍2例,急 性乳腺炎2例,

急性 リンパ腺炎1例),穿 孔性腹膜炎2例,胆 のう炎

1例 の合計12例 であった。CMD投 与方法は,全 例one

shot静 往で,1日 投与量1～49を1～3回 に分割し,

3～14日 間投与した(Table1)。

臨 床 成 績

効果判定基準:表 皮性軟部組織感染症のうち,本 剤投

与によって3日 以内に 自他覚的所見の改善が 見られた

ものを著効,5日 以内を有効,7日 以内をやや有効,7

日以後においても自他覚的所見は不変あるいは増悪を来

たしたものを無効と判定した。また,消 化管,胆 道系感

染症では,熱 型,白 血球数,排 膿(量,菌 検出の有無),

腹部所見等から総合的に判定した。

総計12例 中,投 与効果の認められたものは10例(著

効1例.有 効6例,や や有効3例),無 効2例 で,

有効率(や や有効を含む)は83%で あった。

表皮性軟部組織感染症9例 については,著 効1例,

有効6例,や や有効2例 で,や や有効を含む有効率は

100%で あった。穿孔性腹膜炎2例 は いずれも臨床症

状の改善が認められず無効と判定し,胆 のう炎1例 は

やや有効であった。

菌別の有効率は表皮性軟部組織感染症9例 中5例 に

菌が検出され,S.aureus 3例,Micrococcus 1例,

Corynebacterium 1例 であったが,い ずれも菌は消失し

た。穿孔性腹膜炎2例 はKlebsiellaの 例 とE.coliと

Pseudomonasの 混合感染の1例 であったが,い ずれも

菌の消失は認められなかった。また,こ のKlebsiella,

E.coli,Pseudomonasは いずれもCMDの 感受性は(-)

であった。 胆のう炎1例 は,S.epidermidisとKle

bsiellaの 混合感染であったが,S.epidermidisは 消失

し,Klebsiellaは 菌量が減少した。

次に,著 効を示した1例 と無効の穿孔性腹膜炎症例

1例 について記載する。

症例2 F.T.,19才,女

来院3日 前にガラスで左足背部を切る。 他院にて縫

合処置を受けたが,1日 前から縫合部の発赤。腫脹,癖

痛を認める様になった。初診時,左 足背部は著 明に発

赤,腫 脹し,自 発痛,圧 痛も強度で,縫 合創を開放する

と多量の膿排出を認めた。本剤を1日2回,計29静

注 した。 投与1日 で発赤,腫 脹,痺 痛,排 膿が軽減し

3日 目には炎症症状がまったく消失し,軽 度の硬結を認

めるのみとなり,著 効なる成績を示した。
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症例8 S.S.,9才,女

来院2日 前から嘔気 ・嘔吐 ・心隅部痛を認めう。零環

前に近医受診,胃 腸炎の診断にて投薬を受けた炉症状不

変であった。同日夕方,再 び開業医を受診し,急 性虫垂

炎の疑いにて本院を受診する。初診時,右 下腹部痛,デ

ファンス著明,BLUMBERG'g signは 腹部全体におよん 唐

でいた。体温は37.6℃,白 血球24,400で 穿孔性腹膜

炎の診断にて直ちに緊急手術を施行した。虫垂は盲腸の

内側から後腹膜に達し,再 び腹腔内に出て穿孔 して い

た。虫垂切除後,虫 垂部およびダグラス窩にドレーンを

挿入して手術を終了した。術後CMDO.59を1日3

回静注した。術後1日 目,白 血球数18,300と 減少し

たが,熱 型は不変であった。その後も白血球数は1万

台を保ち,ド レーンからの分離菌がE.coliか らPseu-

domonasに 交代したため,本 剤の投与が無効と判 定 し

投与を中止した。

副 作 用

本剤の投与により副作用と思われる所見および臨床検

査値の異常はまったく認められなかった。

考 察

CMDを 各種の外科疾患中表皮性軟部組織感染症9例,

穿孔性腹膜炎2例,胆 のう炎1例 の計12例 に使用し

た。表皮性軟部組織感染症9例 は,著 効1例,有 効6

例,や や有効2例 で,外 科的処置を加えての結果を3

例含むが,臨 床的に高い有効率を示した。また細菌学的

にも全例に菌消失を見た。以上のことから,表 皮性軟部

組織感染症に対しては,ほ ぼ満足すべき成績を収め,今

後の検討に期待される。

次に,穿 孔性腹膜炎2例 はいずれも無効。 胆のう炎

例はやや有効について,無 効例はいずれも窟症感染症で

あり,そ の起炎菌のKlebslella, E.coliは いずれも木剤

の感受性は,(-)で あった。

以上のことから,さ らに症例を爪ねての検討を要する

が,本 剤を重症感染症に使用する場合にはその投与量,

投与方法等を考える必要がある様に思われる。胆のう炎

については今回1例 しか経験できなかったが,N.G.

WATERMANら の 報告によると,CMDの 胆汁内移行

はCEZに ほぼ近い値を示し,CET,TCよ り高濃度に

移行するということを考えると,今 後の検肘に期待され

るように瓜われる。

副作用は全例になんら異常は認められなかった。した

がって,従 来のCeph昂10sporin系 薬剤と同様,比 較的

安全に使用しうる薬剤といえよう。
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A CLINICAL STUDY ON CEFAMANDOLE

IN SURGICAL FIELD

SHIGETSUGU KATOH, TOYO1-IARU TANAKA, KATSUHIKO NOHGA,

SEIJI MIURA and HIROSHI SHIMAZU

Department of Surgery, Tokyo Dental College.

Clinical study was made on cefamanclole sodium in 12 patients with various infections in the field

of surgery (S. S. T. I.: 9 cases, perforative peritonitis: 2 cases, biliary tract infection : 1 case). The

effects were excellent in 1, good in 6, fair in 3 and poor in 2. Total efficacy rate was 83%.

No side effects were observed.


